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16
日
か
ら
確
定
申
告
が
始

ま
る
。
自
営
業
な
ど
の
個
人

事
業
主
は
１
月
１
日
〜
12
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
の
会
計

結
果
を
確
定
し
、
国
へ
申
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
副

業
を
し
て
い
る
人
も
そ
の
収

入
額
が
20
万
円
を
超
え
た
場

合
申
告
が
必
要
に
な
る
。「
働

き
方
改
革
」
に
よ
っ
て
ロ
ー

ト
製
薬
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
な
ど
の
大
手
企
業

も
正
社
員
の
副
業
を
解
禁
し

は
じ
め
た
。
今
年
は
例
年
以

上
に
申
告
者
が
増
え
る
か
も

知
れ
な
い
▼
こ
ち
ら
は
何
の

申
告
も
な
し
に
大
幅
に
〝
減

っ
た
〞
。
仮
想
通
貨
取
引
所

大
手
の
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
か

ら
先
ご
ろ
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
に

よ
っ
て
約
５
８
０
億
円
相
当

の
仮
想
通
貨
Ｎ
Ｅ
Ｍ（
ネ
ム
）

が
不
正
に
引
き
出
さ
れ
た
。

会
見
で
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
社

は
、
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に

は
万
全
を
期
し
て
き
た
」
と

答
え
た
が
、
こ
の
結
果
を
見

る
限
り
そ
の
信
頼
性
に
は
疑

問
符
が
つ
く
▼
実
際
、
仮
想

通
貨
の
消
失
・
盗
難
は
近
年
、

世
界
各
国
で
相
次
い
で
お

り
、
犯
人
は
ほ
と
ん
ど
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
。
２
０

１
４
年
２
月
に
約
４
８
０
億

円
相
当
の
仮
想
通
貨
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
が
消
失
し
た
事
件

も
、
い
ま
だ
そ
の
全
容
は
謎

の
ま
ま
だ
▼
手
軽
さ
や
利
便

性
、
な
に
よ
り
価
格
の
急
騰

な
ど
か
ら
投
資
目
的
で
急
速

に
広
ま
っ
た
。
芸
人
界
に
も

普
及
し
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
、

藤
崎
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ト
キ

（
33
）
は
「
貯
金
全
額
を
つ

ぎ
こ
ん
だ
」
と
い
う
。
こ
れ

ぞ
〝
深
刻
〞
確
定
で
あ
る
。

　

日
本
包
装
機
械
工
業
会

（
以
下
、
日
包
工
・
大
森
利

夫
会
長
）
と
日
本
包
装
リ
ー

ス
（
岡
部
孝
之
社
長
）
は
１

月
10
日
、
東
京
・
丸
の
内
の

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で
、
平

成
30
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
を

合
同
で
開
催
し
た
。
金
融
緩

和
策
等
を
背
景
に
大
手
企
業

の
収
益
で
明
る
い
兆
し
が
み

ら
れ
る
一
方
、
実
質
賃
金
は

伸
び
悩
み
、
個
人
消
費
も
鈍

く
景
気
回
復
の
実
感
は
乏
し

い
。
こ
う
し
た
中
、
〝
ド
ッ

グ
イ
ヤ
ー
〞
を
〝
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
〞
に
す
べ
く
、
日
包
工

会
員
や
官
公
庁
、
関
連
団
体

な
ど
、
関
係
者
約
４
６
０
人

が
出
席
し
、旧
交
を
温
め
た
。

　

平
成
28
年
度
の
わ
が
国
包

装
機
械
産
業
は
対
前
年
度
比

５
・
２
％
増
の
４
２
９
５
億

円
と
、
近
年
で
は
最
高
額
を

記
録
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

大
森
会
長
は
、
「
設
備
投
資

促
進
税
制
の
効
果
や
働
き
方

改
革
、
少
子
高
齢
に
伴
う
人

材
不
足
な
ど
が
プ
ラ
ス
成
長

を
後
押
し
し
た
ポ
イ
ン
ト
か

も
し
れ
な
い
」
と
分
析
。
包

装
機
械
産
業
は
、
省
力
化
・

無
人
化
、
合
理
化
を
手
助
け

す
る
業
界
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
社
会
環
境
が
前
述
の

よ
う
に
な
れ
ば
忙
し
く
な
る

の
は
必
然
と
言
え
る
で
し
ょ

う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

一
方
、
包
装
機
械
メ
ー
カ

ー
で
は
、
自
社
の
合
理
化
が

で
き
て
い
な
い
の
が
実
情

で
、
「
わ
れ
わ
れ
の
生
産
現

場
は
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に
ス
ペ

ッ
ク
の
違
う
一
品
一
様
。
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
積

極
的
に
活
用
し
て
生
産
性
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
の
見
解
を
示
し

た
。
日
包
工
は
昨
年
、
創
立

50
周
年
を
迎
え
、
今
、
新
た

な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る

が
、
「
急
激
に
進
む
技
術
革

新
を
お
お
い
に
利
用
し
て
包

装
機
械
の
進
歩
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
」

と
力
強
く
語
っ
た
。

　

『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｋ 

２
０
１
９
』
に
つ
い
て

は
、
「
10
月
29
日
〜
11
月
１

日
ま
で
の
４
日
間
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
で
、
会

場
を
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
か

ら
幕
張
メ
ッ
セ
に
移
し
て
行

う
」
と
明
言
し
た
。

　

来
賓
の
祝
辞
で
は
、
片
岡

隆
一
経
済
産
業
省
製
造
産
業

局
産
業
機
械
課
長
が
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
か
ら
５
年
が
過

ぎ
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総

生
産
）は
56
兆
円
増
加
し
た
。

正
社
員
の
有
効
求
人
倍
率
も

バ
ブ
ル
期
並
み
の
１
倍
を
超

え
た
。
バ
ブ
ル
期
は
作
っ
た

も
の
が
ど
ん
ど
ん
売
れ
、
人

口
も
増
加
し
て
い
た
が
、
現

在
は
少
子
高
齢
が
進
み
若
年

層
が
減
少
し
て
お
り
、
か
な

り
似
て
非
な
る
状
況
と
言
え

る
」
と
指
摘
。
「
今
後
も
当

面
人
口
増
加
は
望
め
な
い
こ

と
か
ら
、
皆
さ
ま
に
は
持
ち

場
、
持
ち
場
で
こ
れ
ま
で
以

上
に
大
胆
な
投
資
を
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
要
望
し
た
。

　

今
年
の
干
支
に
も
触
れ
、

出
席
者
に
対
し「
戌（
い
ぬ
）

年
な
の
で
近
所
迷
惑
に
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
吠
え
て
吠

え
て
吠
え
ま
く
る
一
年
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
宴
は
、
岡
部
社
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
、

出
席
者
そ
れ
ぞ
れ
が
意
見
交

換
や
情
報
交
換
を
行
い
、
親

交
を
深
め
た
。

　

な
お
、
日
包
工
と
日
本
包

装
リ
ー
ス
の
今
年
の
主
な
行

事
予
定
は
、
別
表
の
通
り
。

　

日
本
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
シ

ス
テ
ム
協
会
（
＝
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｓ

・
東
京
都
港
区
、
電
話
０
３

・
３
４
３
６
・
３
１
９
１
）

は
１
月
15
日
、
東
京
・
大
手

町
の
経
団
連
会
館
で
新
年
記

者
発
表
会
を
開
き
、
昨
年
の

総
合
物
流
施
策
大
綱
策
定
を

受
け
「
強
い
物
流
を
実
現
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
」
と
宣

言
し
た
。
具
体
的
に
は
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
）や
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

の
活
用
お
よ
び
標
準
化
を
進

め
て
い
く
。
物
流
現
場
改
善

の
た
め
の
手
引
書
作
成
や
、

ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
連
盟
（
Ａ
Ｐ
Ｌ

Ｆ
）
を
通
じ
た
世
界
に
通
用

す
る
人
材
育
成
に
も
着
手
す

る
。

　

各
業
界
で
注
目
を
集
め
る

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
、

先
端
技
術
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
遠
藤
信
博
会
長
は
、「
２

０
１
７
年
は
、
２
つ
の
観
点

か
ら
Ａ
Ｉ
元
年
と
言
う
べ
き

年
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
」
と
指
摘
。
「
１
つ
は
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
確
立

し
、
Ａ
Ｉ
が
本
当
に
使
え
そ

う
だ
と
認
識
さ
れ
た
こ
と

と
、
も
う
１
つ
は
、
市
場
が

Ａ
Ｉ
を
受
け
入
れ
る
体
制
と

な
っ
た
こ
と
だ
」
と
説
明
し

た
。
Ａ
Ｉ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
実
現
に
は
、
良
質
な
デ
ー

タ
と
良
質
な
ア
ナ
リ
シ
ス

（
分
析
）
が
不
可
欠
で
「
中

で
も
良
質
な
デ
ー
タ
の
収
集

が
鍵
を
握
る
」と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
パ
ワ
ー
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

要
素
で
構
成
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
は

「
①
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
②
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
性
③
リ
モ
ー
ト

性
―
―
の
３
つ
の
機
能
が
必

要
で
、
こ
れ
ら
３
機
能
を
Ａ

Ｉ
で
い
か
に
価
値
の
あ
る
も

の
に
変
え
て
い
く
か
が
非
常

に
重
要
に
な
る
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　

労
働
力
不
足
や
働
き
方
改

革
、
生
産
性
向
上
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
川
合
正
矩
副
会

長
は
、
「
物
流
業
界
の
人
材

不
足
は
構
造
的
問
題
で
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
物
流

機
能
維
持
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
」
と
分
析
。
解
決
す
る

に
は
、
「
魅
力
あ
る
職
場
と

す
る
た
め
の
物
流
業
界
自
体

の
自
助
努
力
は
も
と
よ
り
、

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
な
ど
の
新
技
術
を
取
り

入
れ
た
物
流
の
さ
ら
な
る
生

産
性
向
上
が
欠
か
せ
な
い
」

と
断
言
し
た
。

　

発
表
会
後
の
新
春
講
演
会

で
は
、
「
新
春
に
想
う
―
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
共
同
で
実

践
す
る
―
」
と
題
し
、
日
本

貨
物
鉄
道
の
田
村
修
二
代
表

取
締
役
社
長
兼
社
長
執
行
役

員
が
講
演
し
た
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
日

本
包
装
機
械
工
業
会
と
日
本
包
装
リ

ー
ス
合
同
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
会

場
内
風
景
が
写
真
で
見
ら
れ
ま
す
。

関
係
者
４
６
０
人
が
新
年
祝
う

Ｉ
ｏ
Ｔ
等
活
用
で
生
産
性
向
上
へ

ＪＩＬＳ

強
い
物
流
実
現
へ
各
種
取
組
み

恒
例
の
新
年
記
者
発
表
会

大森会長は、「急激に進む技術革新をおおいに利用し、
包装機械の進歩につなげていくのが責務」と語った

祝辞を述べる片岡製造産業局産業機械課長

岡部社長の乾杯の発声で歓談に入った
「
昨
年
は
Ａ
Ｉ
元
年
だ
っ
た
」

と
話
す
遠
藤
会
長

日包工と包装リース合同で
平成30年　新年賀詞交歓会

印刷紙面抜き取り検査機
を開発
 ニューリー

２面

物流施策推進プログラム
を策定
 経済産業省

３面

業界展望・関連団体５面

食品ロスの削減に役立つ
容器包装の高機能化事例
集＜第２版＞および追加
分
 農林水産省

7~9面


